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この製品は、関連する全ての欧州指令に適合していま
す。詳細についてはこの冊子の末尾にあるDOI適合
宣誓書をご覧ください。

はははじじじめめめににに
このカッティングユニットは、ゴルフ場のグリーンおよび
小面積のフェアウェイの刈り込み用のユニットです。こ
のマシンは本来の目的から外れた使用をすると運転者
本人や周囲の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要シシシリリリアアアルルル番番番号号号プププレレレーーートトトにににつつついいいててていいいるるる QR コココーーードドド無無無いいい
場場場合合合もももああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機機機器器器でででスススキキキャャャンンンすすするるるととと、、、製製製品品品
保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。。。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。

g000502

図図図 2
危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
この製品は手足を切断する能力がある。重大な人身事
故を防ぐため、すべての注意事項を厳守してください。

• 本機をご使用になる前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり内容をよく理解してください

• このマシンを運転する時は常に十分な注意を払って
ください。運転中は運転操作に集中してください注
意散漫は事故の大きな原因となります。

• マシンの可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく機能していない
時は、運転しないでください。

• 排出口の近くに手足などを近づけないでください。

• 作業場所に、無用の大人、子供、ペットなどを近づ
けないでください。子供に運転させないでください。

• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– カッティングユニット下降

– 駆動系統をOFFにする。
– 駐車ブレーキを掛ける装備車の場合。

– エンジンを止め、キーのある機種ではキーを
抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

間違った使い方や整備不良は人身事故などの原因とな
ります。事故を防止するため、以下に示す安全上の注
意や安全注意標識 のついている遵守事項は必ずお
守りください「注意」、「警告」、および「危険」の
記号は、人身の安全に関わる注意事項を示していま
す。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生する恐れがあります。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの安安安全全全確確確
保保保
• トラクションユニットに取り付けたカッティングユニット
は、機械の一部となります。ですから、トラクショ
ンユニットのオペレーターズマニュアルもお読みに
なって、機械全体を安全に取り扱う方法を良く学
んでください。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときにはまずマシンを停止し、キー付きのマシン
ではキーを抜き取り、各部の動きが止まってからよ
く点検してください。異常を発見したら、作業を再開
する前にすべて修理してください。

• 各部品が良好な状態にあり、ボルトナット類が十分
にしまっているか常に点検してください。読めなく
なったステッカーは貼り替えてください。

• アクセサリ、アタッチメント、交換部品は、必ずトロ
の純正品をお使いください。

刈刈刈りりり込込込みみみブブブレレレーーードドドにににつつついいいてててののの
安安安全全全事事事項項項
磨耗の進んだブレードや破損したブレードは、回転中
にちぎれて飛び出す場合があり、これが起こるとオペ
レータや周囲の人間に多大の危険を及ぼし、最悪の場
合には死亡事故となる。

• ブレードが磨耗や破損していないか定期的に点検
すること。

• ブレードを点検する時には安全に十分注意してくだ
さい。ブレードをウェスでくるむか、安全手袋をは
め、十分に注意して取り扱ってください。ブレードは
研磨または交換のみ行い、たたいて修復したり溶
接したりしないでください。

• 複数のブレードを持つ機械では、つのブレードを
回転させると他も回転する場合がありますから注意
してください。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal137-9706

137-9706

1. 手足を切断する危険整備作業を行う前に、エンジンを停
止し、キーを抜き取るか点火プラグコードを外すかし、可
動部が停止するのを待つこと。オペレーターズマニュアル
を読むこと。
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組組組みみみ立立立ててて
そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ボールスタッド 2 ローラに取り付けます。

オペレーターズマニュアル 1 カッティングユニットを取り付けて使用する前によくお読みく
ださい。

1
前前前ロロローーーラララををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

カッティングユニットの前ローラはオプションなので出
荷時に取り付けられていない。弊社正規代理店から
ローラを購入し、以下の要領でカッティングユニットに
取り付けてください

1. 刈高アーム左右のどちらか1本をカッティングユ
ニットのサイドプレート固定しているプラウボルトと
フランジロックナットを外す図 3。

g278288

図図図 3

1. 刈高アーム 4. フランジロックナット

2. 調整ねじ 5. ローラ取り付けねじ

3. プラウボルト

2. 刈高アームについているローラ取り付けねじをゆ
るめる図 3。

3. カッティングユニットの反対側で、刈高アームに
ローラシャフトをはめ込む図 3。

4. 刈高アームをローラシャフトにはめ込む図 3。
5. 先ほど外した刈高アームとボルト・ナットを使って、

ローラをカッティングユニットに仮止めする図 3。
6. ローラを左右の刈高アームの中央位置にセット

する。

7. 調整ができたらローラ取り付けねじを締め付け
る図 3。

8. 刈高の調整を行い、刈高アーム固定ナットを締
め付ける。

2
ボボボーーールルルスススタタタッッッドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
前ローラの左右端部にボールスタッドを取り付ける図
4。

g279642

図図図 4

1. ボールスタッド
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3
フフフーーープププリリリンンンククク、、、オオオフフフセセセッッットトトリリリンンン
クククまままたたたはははチチチェェェアアアリリリンンンクククををを取取取りりり付付付
けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
シリアル番号が 240000001以前のトラクションユニット
にこのカッティングユニットを取り付ける場合には、適合
する昇降リンクを入手して取り付ける。

注注注昇降リンクの取り付けに使うボルト2本はカッティング
ユニットに付属している。

• グリーンズマスター 3120、3150 のトラクションユ
ニットの場合は、トラクションユニットに付属している
フープリンクを取り付ける。

カッティングユニットの上部にフープリンクP/No
105-5740をボルト2本で取り付け、ボルトを34-40
N·m3.7-4.6 kg.m = 25-30 ft-lbにトルク締めする
図 5。

g020064

図図図 5

1. フープリンクP/N 105-5740

• グリーンズマスター 3250-D のトラクションユニットの
場合は、トラクションユニットに付属しているオフセッ
トリンク P/N 110-2397 を取り付ける。
カッティングユニットの上面にオフセットリンク図 6を
キャップスクリュ2本で取り付け、ボルトを34-40 N·m
3.7-4.6 kg.m = 25-30 ft-lbにトルク締めする。

重重重要要要昇昇昇降降降フフフッッックククがががカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの前前前方方方ををを向向向くくく
よよようううににに取取取りりり付付付けけけるるるこここととと。。。

g020065

図図図 6

1. オフセットリンクP/N 110-2397
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4
カカカウウウンンンタタタウウウェェェイイイトトトののの取取取りりり付付付けけけ位位位
置置置ををを変変変更更更すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

どのカッティングユニットも、カウンタウェイトを左側
に、そしてリールモータを右側に取り付けて出荷して
います。これらの取り付け位置を変更するには以下の
ように行います

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを立立立てててるるる場場場合合合にににははは、、、ベベベッッッドドド
バババーーー調調調整整整ボボボルルルトトトににに力力力ががが掛掛掛かかからららななないいいよよようううににに、、、必必必ずずず何何何かかかででで
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを支支支えええてててくくくだだださささいいい カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッッ
トトトををを立立立てててるるる時時時ののの注注注意意意 (ペペペーーージジジ 13)ををを参参参照照照。。。

1. カウンタウェイトをカッティングユニットの左側に
固定しているボルト2本を外す。カウンタウェイト
を取り外す図 8。

2. カッティングユニットの左側にモータマウントを固
定している六角ボルト2本を外す。モータマウン
ト取り付け部を取り外す図 7。

3. 駆動スプライン内側面にグリスを塗る図 7。
4. カッティングユニット左側で、モータマウントの O

リングに薄くオイルを塗り、先ほど取り外した六角
ボルト2本を使ってモータマウントをカッティング
ユニットに取り付ける図 7。ボルトを16-20 N·m
3.7-4.6 kg.m = 12-15 ft-lbにトルク締めする。

g016515

図図図 7

1. 駆動スプライン 3. 六角ボルト

2. モータマウント

5. カッティングユニット右側で、カウンタウェイトの O
リングに薄くオイルを塗り、先ほど取り外したボ
ルトを使ってウェイトをカッティングユニットに取り

付ける図 8。ボルトを16-20 N·m3.7-4.6 kg.m =
12-15 ft-lbにトルク締めする。

g016506

図図図 8

1. カウンタウェイト

5
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. カッティングユニットを支える カッティングユニット

を立てる時の注意 (ページ 13)を参照。
2. カットオフ・バーを調整する。

3. リールと下刃の接触を調整する。

4. 後ローラの高さを調整する。

5. 刈り高を調整する。

これらの調整についての詳細は、 カッティングユニット
を調整する (ページ 8)を参照。

7
 



製製製品品品ののの概概概要要要

仕仕仕様様様
モデル番号 ウェイト

04652 30 kg

04654 31 kg

04656 32 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができ
ます。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアク
セサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を
受けられなくなる場合がありますのでおやめください。

運運運転転転操操操作作作
運転の詳細は、トラクションユニットのオペレーターズマ
ニュアル を参照してください。カッティングユニットは、
毎日、使用前に調整をしてください リールと下刃の調
整を行う (ページ 8)を参照してください。試験刈りを行っ
て、カッティングユニットが希望通りの刈り上がりに調整
されていることを確認してから使ってください。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを調調調整整整すすするるる

カカカッッットトトオオオフフフバババーーーををを調調調整整整すすするるる
刈りかすがリールからスムーズに出るように、以下
の手順で調整します

注注注 この調整はターフの状態変化に合わせて行ってく
ださい。芝面が非常に乾いている時にはバーをリール
に近づけます。逆に、芝がぬれている時にはバーと
リールの隙間を大きくします。バーとリールが平行に
なっていることが重要です。リールを研磨した後は必ず
調整してください。

1. バー図 9をカッティングユニットに固定しているボ
ルトをゆるめる。

g014643

図図図 9

1. カットオフバー

2. 隙間ゲージを使ってリール上面とバーの間を 1.5
mm に調整し、ボルトを締めてバーを固定する。

重重重要要要 リリリーーールルルののの全全全幅幅幅にににわわわたたたっっっててて隙隙隙間間間ののの幅幅幅ががが一一一定定定ととと
なななるるるよよようううににに注注注意意意すすするるる

注注注 ターフの状態に合わせて隙間の大きさを調
整する。

リリリーーールルルととと下下下刃刃刃ののの調調調整整整ををを行行行ううう

毎毎毎日日日のののベベベッッッドドドナナナイイイフフフ調調調整整整

毎日または必要に応じて、刈り込み前に、下刃とリー
ルの刃合わせ状態を点検してください。こここののの点点点検検検ははは、、、
前前前日日日ののの調調調子子子ににに係係係わわわりりりなななくくく毎毎毎回回回行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな固い床の上にカッティングユニットを降ろ
し、エンジンを停止、キーを抜き取る。
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2. 手でリールをゆっくりと後ろ向きに回転させ、リー
ルと下刃の接触状態を耳で確認する。

• 接触がまったくない場合には、以下の手順
で調整する :
A. ベッドバー調節ねじ図 10を1クリックずつ

均等に締めながら、ごく軽い接触が得
られるようにする。

注注注 調整ねじを1ノッチ回転させることに
より、ベッドナイフが、0.018 mm 移動
します。

g513640

図図図 10

1. ベッドバー調整ねじ2

B. 刃合わせチェックペーパーを、リールと
ベッドナイフとの間に入れてベッドナイフ
に対して直角にセットし (図 11)、リール
を ゆゆゆっっっくくくりりりととと前転させる紙が切れれば
適切。切れなければステップ A と B を
繰り返す。

• 接触を強くしないと切れない場合には、鋭利
な刃先を取り戻して精密なカットができるよう
にバックラップ、ベッドナイフのフェーシング、
または研磨を行うことが必要Toro リール/ロー
タリーモアのための研磨マニュアル, Form No.
09168SL を参照

重重重要要要 どどどんんんななな場場場合合合でででもももごごごくくく軽軽軽いいい接接接触触触がががベベベススストトトででですすす。。。
軽軽軽いいい接接接触触触ををを維維維持持持しししななないいいととと、、、下下下刃刃刃とととリリリーーールルル刃刃刃ののの接接接
触触触ににによよよるるる相相相互互互研研研磨磨磨がががうううまままくくく行行行わわわれれれずずず、、、短短短期期期間間間ののの
うううちちちににに切切切れれれ味味味ののの悪悪悪いいい鈍鈍鈍いいい刃刃刃先先先ににになななっっってててしししまままいいいままま
すすす。。。逆逆逆ににに、、、接接接触触触ががが強強強すすすぎぎぎるるるととと、、、相相相互互互ののの摩摩摩耗耗耗ががが
早早早くくく進進進みみみ、、、摩摩摩耗耗耗ムムムラララががが出出出ててて刈刈刈りりり上上上がががりりりににに悪悪悪影影影響響響
ががが出出出やややすすすくくくなななりりりままますすす。。。

注注注 ベッドナイフとリール刃は継続的に接触してい
るので、使用期間が長くなるとベッドナイフの全
長にわたり、切先部に小さなバリが出来てきま
す。時々ヤスリでこのバリを取り除いてやると
切れ味が向上します。

下刃は、長期間使用しているうちにリールに削
られ、リールの端部と接触する縁の部分が角
張ってきます。この角張った部分は、ヤスリなど
を使って丸めるか、下刃の刃先と面一にするか
してください。

リリリーーールルルととと下下下刃刃刃ののの調調調整整整ををを行行行ううう

以下の作業は、初回組立、研磨、バックラップ、分
解組立などの際に行うものです。毎日行う作業ではあ
りません。

1. カッティングユニットを平らな水平の作業台の上
に置く。

2. ベッドナイフとリールが見えるようにカッティングユ
ニットを立てる。

注注注ユニットの背面についているベッドバー調整ボ
ルトのナットが床に当たっていないことを確認す
る。図 16。

3. カッティングユニットの右端から数えて1番目と2番
目の下刃ボルトの間で1枚のリール刃と下刃とが
交差するようにセットする。

4. 下刃と交差しているリール刃の交差部にマジッ
クなどで印をつける。

注注注 これはこの後の調整をやり易くするためであ
る。

5. ステップ4でマークを付けたリール刃が下刃と交
差しているところで、リール刃と下刃の間に、
シム0.05 mm = 0.002" Toro P/N 140-5531を挿
入する。

6. シムを左右に滑らせながら右側のベッドバー調
整ボルト図 10を回して、シムに軽い圧迫シム
が挟まれる感じを感じる程度に調整する。シム
を抜き取る。

7. カッティングユニットの左端で、ベッドナイフに一
番近いリール刃を、左端から数えて1番目と2番
目の下刃ボルトの間で下刃と交差させる。

8. カッティングユニットの左側で、左側ベッドバー調
整ボルトを使って上記4-6の作業を行う。

9. ステップ 5 と 6 を繰り返して、カッティングユニット
の左右両側で軽くはさまれる感じに調整する。

10. この状態から、ベッドバー調整ボルトを右に3ク
リック回転させると、下刃とリール刃とが軽く接触
するようになる。

注注注 1回のクリックで、下刃が 0.018 mm 移動し
ます。調調調整整整ボボボルルルトトトををを締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししててて
くくくだだださささいいい。。。

ベッドバー調整ボルトを右に回すと、ベッドナイフ
がリールに近づきます。ベッドバー調整ボルトを
左に回すと、ベッドナイフがリールから離れます。

11. 刃合わせチェックペーパー Toro P/N 125-5610を、
リールとベッドナイフとの間に入れてベッドナイフ
に対して直角にセットし (図 11)、リールをゆゆゆっっっくくくりりり
ととと前転させる紙が切れれば適切。左右のベッド
バー調整ボルトをそれぞれ1クリックだけ締め、も
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ういちど紙を切るテストを行う。紙が切れるまで
これを繰り返す。

g000487

図図図 11

注注注接触を強くしないと切れない場合には、鋭利な刃先
を取り戻して精密なカットができるようにバックラップ、
ベッドナイフのフェーシング、または研磨を行うことが必
要Toro リール/ロータリーモアのための研磨マニュアル,
Form No. 09168SL を参照

後後後ロロローーーラララののの高高高さささををを調調調整整整すすするるる
1. 刈り高さと下刃の選択表 (ページ 12) に従って、

サイドプレート取り付けフランジ (図 12) の下に必
要な枚数のスペーサーを入れて、後部ローラー
ブラケットを希望の刈高範囲に調整する。

g014405

図図図 12

1. サイドプレート取り付けフラ
ンジ

3. ローラブラケット

2. スペーサ

2. カッティングユニットの後部を持ち上げてベッドナ
イフの下に角材などの枕を置く。

3. 各ローラーブラケットとスペーサーを各サイドプ
レート取り付けフランジに固定しているナット2個
を取り外す。

4. ローラーブラケットとボルトをサイドプレート取り付
けフランジとスペーサーの下にする。

5. スペーサーをローラーブラケットのボルトに配置
する。

6. 先ほど外したナットを使用して、ローラブラケット
とスペーサとを、取り付けフランジの下側に固
定する。

注注注未使用のスペーサーは、後で使えるようにサ
イドプレート取り付けフランジの上に置く。

注注注 リールと後ローラとの平行関係は、カッティングユ
ニット全体の組み立て精度により保証されていますか
ら、調整は不要です。
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刈刈刈高高高ののの調調調整整整
刈高は刈高ゲージを使って調整します。希望する刈
高に最も適したベッドナイフが取り付けられていること
を確認して調整を行ってください 刈り高さと下刃の選
択表 (ページ 12)を参照。

刈刈刈高高高ゲゲゲーーージジジののの調調調整整整方方方法法法
刈高の調整を行う前に、刈高ゲージを以下のように
セットします

1. ゲージバーのナットをゆるめ、調整ボルトを希望
の刈り高に合わせる図 13

注注注 ボルトの頭の下からバーの表面までの距離
が刈り高となる。

g000489

図図図 13

1. ゲージバー 3. ナット

2. 刈高調整ボルト

2. ナットを締めつける。

刈刈刈りりり高高高ののの調調調整整整
1. 刈り高アームをカッティングユニットのサイドプレー

トに固定しているロックナットをゆるめる図 14。

g526187

図図図 14

1. 刈高アーム 3. 調整ボルト

2. ロックナット

2. 刈高ゲージのボルトの頭を下刃の先端に引っか
け、バーの後端を後ローラに当てがう図 15。

g004003

図図図 15

1. ゲージバー

3. バーの前端がローラに当たるように、調整ボルト
で調整する。

4. 左側でも、ステップ2と3の作業を行う。
5. ローラ全体が下刃と平行になるように、ローラの
両側を均等に調節する。

重重重要要要前前前後後後のののロロローーーラララにににゲゲゲーーージジジががが当当当たたたりりり、、、ボボボルルルトトトののの
頭頭頭がががリリリーーールルルにににぴぴぴっっったたたりりりととと掛掛掛かかかっっっててていいいるるるのののががが正正正しししいいい
調調調整整整状状状態態態ででですすす。。。下下下刃刃刃ののの左左左右右右端端端でででこここののの状状状態態態とととなななるるる
よよようううににに調調調整整整しししてててくくくだだださささいいい。。。

6. ワッシャの遊びがなくなるまで締め付ける。これ
で調整が決まる。

7. 刈高が正しいことを確認する必要に応じて微調
整を行う。
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刈刈刈りりり高高高さささととと下下下刃刃刃ののの選選選択択択表表表
刈刈刈りりり高高高さささ表表表

刈刈刈りりり高高高さささmm 刈刈刈高高高イイインンンチチチ刈刈刈高高高mm 後後後スススペペペーーーサササののの数数数 ユユユニニニバババーーーサササルルルグググルルルーーーマママーーー

1.5 0.060 0 Yes

3.2 0.125 0 Yes

4.8 0.188 0 Yes

6.4 0.250 0 Yes

6.4 0.250 1 Yes

9.5 0.375 0 Yes

9.5 0.375 1 Yes

12.7 0.500 1 N

12.7 0.500 2* Y**

15.9 0.625 2* N

15.9 0.625 3* Y**

19.1 0.750 3* N

19.1 0.750 4* Y**

22.2 0.875 4* N

25.4 1.000 4* N

* リアスペーサー2枚以上にはHigh HOCキット品番120-9600が必要です。
** ユニバーサル グルーマーのリアスペーサー2枚以上にはHigh HOCキット品番133-9110が必要です。

以下の表により、希望する刈高に最も適したベッドナイフを決定してください。

下下下刃刃刃 /刈刈刈りりり高高高さささののの選選選択択択表表表
ベベベッッッドドドナナナイイイフフフ パパパーーーツツツ番番番号号号 刈刈刈高高高 トトトッッップププ研研研削削削角角角度度度

EdgeMaxマイクロカット (標準
04652、04654、04656)

115-1880 1.5 - 4.7 mm 3°

マイクロカットオプション 93-4262 1.5 - 4.7 mm 3°

マイクロカット延長オプション 108-4303 1.5 - 4.7 mm 7°

EdgeMaxマイクロカットショートオプ
ション

139-4320 1.5 - 4.7 mm 3°

エッジマックス・トーナメントオプション 115-1881 3.1 - 12.7 mm 3°

トーナメントオプション 93-4263 3.1 - 12.7 mm 3°

トーナメント延長 (オプション) 108-4302 3.1 - 12.7 mm 7°

EdgeMaxトーナメントショートオプショ
ン

139-4321 3.1 - 12.7 mm 3°

ローカットオプション 93-4264 4.7 - 25.4 mm 3°

ハイカットオプション 94-6392 7.9 - 25.4 mm 3°

EdgeMaxフェアウェイ オプション 137-6092 9.5 - 25.4 mm 10°

フェアウェイオプション 137-6097 9.5 - 25.4 mm 10°

注注注 あまり強くないカットには、延長または短いベッドナイフを使います。
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保保保守守守
注注注前後左右は運転位置からみた方向です。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを立立立てててるるる
時時時ののの注注注意意意
ベッドナイフやリールを見るためにカッティングユニット
を立てる場合には、ベッドバー調整ボルトのナットが床
面に接触しないように、カッティングユニットの後ろ側を
スタンドなどで支えてください図 16。

g016511

図図図 16

1. ベッドバー調整ねじ用ナット2

ベベベッッッドドドナナナイイイフフフののの仕仕仕様様様

ベベベッッッドドドナナナイイイフフフののの整整整備備備

ベッドバーとベッドナイフは非常に繊細な機器です。適
切なトレーニングを受講した整備士以外の人は、これ
らの整備を行わないでください。できれば、カッティン
グユニットの整備はディストリビュータに依頼してくださ
い。ベッドナイフの整備に関わる詳しい解説、特殊工
具、図面などについては、サービスマニュアルを参照
してください。ご自身でベッドバーの取り外しや組み付
けを行う必要がある場合には、以下の説明およびベッ
ドナイフの整備仕様を参考にしてください。

重重重要要要ベベベッッッドドドナナナイイイフフフののの整整整備備備ははは、、、必必必ずずずサササーーービビビスススマママニニニュュュアアアルルル
ににに記記記載載載ささされれれててていいいるるる説説説明明明ににに従従従っっっててて行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。ベベベッッッドドドナナナ
イイイフフフののの研研研磨磨磨ややや取取取りりり付付付けけけががが正正正しししくくくななないいいととと、、、リリリーーールルル、、、ベベベッッッドドド
バババーーー、、、ベベベッッッドドドナナナイイイフフフ自自自身身身ををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

ベベベッッッドドドバババーーー/ベベベッッッドドドナナナイイイフフフアアアセセセンンンブブブリリリののの取取取りりり外外外ししし
1. ベッドバー調整ねじを左に回してベッドナイフと

リールの接触をなくす図 17。

g016429

図図図 17

1. ベッドバー調整ねじ 3. ベッドバー

2. スプリングテンションナット 4. ワッシャ

2. スプリングテンションナットをゆるめて、ワッシャが
ベッドバーを全く押さないようにする図 17。

3. ベッドバーボルト図 18を固定しているロックナット
機体両側をゆるめる。
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g014409

図図図 18

1. ベッドバーボルト 2. ロックナット

4. 各ベッドバーボルトを抜いてベッドバーを下に引き
抜いてカッティングユニットから外す図 18。
ベッドバーの両端にそれぞれナイロンワッシャ2
枚とスチールワッシャが1枚ずつあるので注意
する図 19。

g020056

図図図 19

1. ベッドバーボルト 3. ナット

2. スチール製ワッシャ 4. ナイロン製ワッシャ

5. ベッドナイフを固定しているネジをすべて外して、
ベッドバーからベッドナイフを取り外す。ソケット
レンチとベッドナイフ スクリュー ツール (部品番
号 TOR510880) を使います。

注注注 ベッドナイフのネジを緩めるには、機械式ま
たは空気圧式のインパクトレンチを使うことがで
きます。

注注注 ベッドナイフとネジを廃棄する。

新新新しししいいいベベベッッッドドドナナナイイイフフフののの取取取りりり付付付けけけ

1. 刈り高さと下刃の選択表 (ページ 12)に従って新
しいベッドナイフを選択する。

2. ベッドバーの表面についている錆や汚れをきれい
に落とし、ベッドバーの表面に薄くオイルを塗る。

重重重要要要 ベベベッッッドドドバババーーーかかかららら鋳鋳鋳造造造部部部品品品ををを取取取りりり外外外さささななないいいこここ
ととと。。。ベベベッッッドドドバババーーーははは設設設計計計上上上中中中央央央ががが凹凹凹んんんだだだ形形形状状状ににになななっっっ
ててていいいるるるのののででで、、、研研研磨磨磨しししななないいいこここととと。。。

3. ベッドバーのネジ山を清掃する。

4. 新しいベッドナイフのネジに固着防止剤を塗布
し、ベッドナイフをベッドバーに取り付ける。

重重重要要要新新新しししいいいベベベッッッドドドナナナイイイフフフネネネジジジのののみみみををを使使使うううこここととと。。。

注注注 ベッドバーによってネジの数が異なります。

g557599

図図図 20
13本のネジが付いたベッドバー

1. ベッドバー 3. ねじ

2. ベッドナイフ

5. 外側の 2本のねじを 1 N·m1.15 kg.m=10 in-lbに
トルク締めする。

6. ベッドナイフの中央から作業し、ネジを25.9 +/-
1.4 N∙m (2.8 +/-kg.m) のトルクで締める。

重重重要要要機機機械械械式式式まままたたたははは空空空気気気圧圧圧式式式のののイイインンンパパパクククトトトレレレンンンチチチ
ををを使使使っっってててベベベッッッドドドナナナイイイフフフのののネネネジジジををを締締締めめめななないいいこここととと。。。
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g255046

図図図 21

1. ベッドナイフネジツール部
品番号TOR510880

3. 25.9 +/- 1.4 N·m
(2.8 +/-kg.m) のトルク
で締め付ける。

2. これらを最初に取り付けて
1 N·m1.15 kg.m=10 in-lbに
トルク締め

7. 新しいベッドナイフを研磨する。ベッドナイフの研
磨の仕様 (ページ 15)を参照方。

ベベベッッッドドドナナナイイイフフフののの研研研磨磨磨ののの仕仕仕様様様

g032182

図図図 22

1. リリーフ二番角 4. 前面

2. 上面 5. 前面角

3. バリを除去

下刃リーフ (上部)角度 刈り高さと下刃の選択表 (ペー
ジ 12)を参照。

前面角度範囲 13° - 17°

フェアウェイベッドナイフのフロ
ントアングル

10°

上上上面面面ののの研研研磨磨磨角角角度度度ををを点点点検検検すすするるる
ベッドナイフの研磨では、研磨角度が非常に重要です。

傾斜計トロのパーツ番号 131-6828と傾斜計マウントト
ロのパーツ番号 131-6829を使用して研磨機の設定角
度を調べ、必要に応じて修正を行ってください。

1. 図 23に示すように、ベッドナイフの底部に傾斜
計をセットする。

g034113

図図図 23

1. ベッドナイフ垂直 2. 傾斜計

2. 傾斜計についている Alt Zero ボタンを押す。
3. 傾斜計マウントのマグネットのエッジがベッドナイ

フのエッジに密着するように、ベッドナイフのエッ
ジに傾斜計マウントをセットする図 24。

注注注 このとき、ステップ 1の時と同じ側にデジタル
表示が見えるようにしてください。

g034114

図図図 24

1. 傾斜計マウント 3. ベッドナイフ

2. マグネットのエッジがベッド
ナイフのエッジに密着

4. 傾斜計

4. 図 24に示すようにマウントに傾斜計を取り付け
る。

注注注 これで表示される角度が、研磨機が実際に
セットされている角度です。この角度が推奨上面
角から2度以内であることが必要です。

15
 



ベベベッッッドドドバババーーー/ベベベッッッドドドナナナイイイフフフアアアセセセンンンブブブリリリののの
取取取りりり付付付けけけ

1. ベッドバー/ベッドナイフアセンブリを取り付け、
固定用耳をワッシャーとベッドバー調整ネジ (図
17) の間に配置する。

重重重要要要 図図図 25ににに示示示すすすよよようううににに、、、DPAアアアジジジャャャスススタタターーーををを
ベベベッッッドドドバババーーーののの耳耳耳ののの中中中央央央ににに配配配置置置すすするるる。。。

DPAアアアジジジャャャスススタタターーーがががベベベッッッドドドバババーーーののの耳耳耳ののの中中中央央央以以以外外外ににに
取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいるるる場場場合合合、、、下下下刃刃刃とととリリリーーールルルののの接接接触触触ににに
悪悪悪影影影響響響ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

g512172

図図図 25

1. ベッドバーの耳 2. DPAアジャスター

2. ベッドバーボルトとボルトについているナットとワッ
シャ3枚全部で 6 枚で、ベッドバーを各サイド
プレートに固定する。

3. サイドプレートのボスの両側にナイロンワッシャを
入れる。その外側からスチール製ワッシャを取
り付ける図 19。

4. 27 ‐36 N·m (2.9‐3.9kg・m) のトルクで締め付け
る。

5. スチール製ワッシャの遊びが無くなるがワッシャ
をまだ手で回せる状態まで、左右のロックナット
を締め付ける。内側のワッシャには遊びがあっ
てよい。

重重重要要要サササイイイドドドプププレレレーーートトトをををゆゆゆがががめめめるるる恐恐恐れれれがががあああるるるのののででで
ロロロッッックククナナナッッットトトははは締締締めめめ付付付けけけ過過過ぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししててて
くくくだだださささいいい。。。

6. スプリングがつぶれるまでテンションナットを締
め、そこから半回転戻す図 26。

g016470

図図図 26

1. スプリングテンションナット 2. スプリング

7. リールと下刃の調整を行う; リールと下刃の調整
を行う (ページ 9)を参照。
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リリリーーールルル仕仕仕様様様

リリリーーールルルををを研研研磨磨磨すすするるるたたためめめののの準準準備備備
1. カッティングユニット各部に異常がないか点検し、
不具合があれば修正する。

2. 研磨機メーカーの指示に従ってカッティングユニッ
トリールを以下の仕様を満たすように研磨する。

リリリーーールルル研研研磨磨磨ののの仕仕仕様様様

新しいリールの場合の直径 128.5 mm

リールの使用限界 114.3 mm4.50"

ブレードのリリーフ角 30° ± 5°

ブレードのランド幅の範囲 0.81.2 mm

リールテーパの許容限界 0.25 mm0.010"

リリリーーールルルののの2番番番取取取りりりリリリリリリーーーフフフ研研研磨磨磨
新品リールは、ランド部の幅が 0.8-1.2 mm あり、30 °
の逃げ角2番角、リリーフ角を付けてあります。
ランド部の幅が 3 mm を超えたら以下の作業を行っ
てください

1. 全部のリール刃に 30 °の角度で2番削りを行っ
て、ランド部の幅を 0.8 mmにしてください図 27。

g278332

図図図 27

1. 30° 2. 0.8 mm

2. 円筒研磨を行って各刃先の軌道円の差を 0.025
mm 未満にしてください。
注注注 これにより、ランド部の幅がわずかに大きく
なります。

3. カッティングユニットの調整を行うカッティングユ
ニットの オペレーターズマニュアルを参照。

注注注 リールやベッドナイフの鋭利な刃先を長持ちさせるに
は、リールやベッドナイフを新たに研磨して使い始め
たときに、グリーンを 2面刈り込むごとに刃合わせの
チェックを行い、刃先にバリが出ていたら除去してくださ
い。バリは刃と刃の接触を大きくして摩耗を早めます。
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののバババッッッククク
ラララッッップププ

危危危険険険
回回回転転転しししててていいいるるるリリリーーールルルににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。

リリリーーールルルそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに手手手指指指、、、足足足、、、衣衣衣類類類等等等ををを近近近
づづづけけけななないいいよよよううう注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• バババッッックククラララッッップププ中中中のののリリリーーールルルにににははは、、、絶絶絶対対対ににに手手手ややや足足足ををを
近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。

• 柄柄柄ののの短短短いいいブブブラララシシシははは絶絶絶対対対にににバババッッックククラララッッップププににに使使使用用用ししし
ななないいいこここととと。。。柄柄柄ののの長長長いいいブブブラララシシシははは弊弊弊社社社代代代理理理店店店かかかららら
おおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを下降
させ、エンジンを停止させ、駐車ブレーキを掛
けてキーを抜き取る。

2. カッティングユニットからリールモータをはずし、
昇降アームからユニットをはずして床に置く。

3. カッティングユニットにバックラップ装置を接続9
mm 角の角棒でリール駆動用のスプライン部と
バックラップ装置を接続する。

注注注バックラップについて更に詳しい内容が、トラク
ションユニットのオペレーターズマニュアルとToro
リール/ロータリーモアのための研磨マニュアル,
Form Number 80-300PT に掲載されています。

注注注バックラップが終わったら、下刃とリール刃の
前端に軽くヤスリ掛けを行ってください。これに
よりベッドナイフ前端に形成されたバリを取り除
きます。このとき刃先を削らないように注意して
ください。
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ロロローーーラララののの整整整備備備
ローラの整備用として、ローラリビルドキットPart No. 140-5552およびローラリビルドツールキットPart No.
140-5553を販売しております図 28。ローラリビルドキットは、ローラの分解組み立てに必要なすべてのベアリン
グ、ベアリングナット、内側シール、外側シールをセットにしたキットです。ローラリビルドツールキットは、ローラリ
ビルドキットをつかってローラの再組み立てを行うのに必要な工具と説明書のキットです。詳細は、パーツカタログ
をご覧になるか、代理店にお問い合わせください。

g558800

図図図 28

1. ローラリビルドキットP/N 140-5552 6. 外側シール、2つ
2. ローラリビルド工具キットP/N 140-5553 7. ベアリング、2個
3. ベアリング/外側シールツール 8. ローラシャフト

4. アセンブリワッシャ 9. ローラチューブ

5. ロックナットVリング付き、2個
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

The Toro Company, 8111 Lyndale Ave. South, Bloomington, MN, USA は、以下に挙げるユニットが、以下に列
挙する指令に適合していることをここに宣言しますただし、各ユニットに付属する説明書にしたがって、「適合宣誓
書」に記述されている所定のトロ社製品に取り付けることを条件とします。

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

04652 408000000 以上 8枚刃DPAカッティングユニット 8 BLADE CUTTING UNIT
NG DPA 8枚刃DPAカッティングユニット 2006/42/EC,

2000/14/EC

04654 408000000 以上 11枚刃 DPA カッティン
グユニット

11 BLADE CUTTING
UNIT NG DPA

11枚刃 DPA カッティン
グユニット

2006/42/EC,
2000/14/EC

04656 408000000 以上 14枚刃 DPA カッティン
グユニット

14 BLADE CUTTING
UNIT NG DPA

14枚刃 DPA カッティン
グユニット

2006/42/EC,
2000/14/EC

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み 権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro Europe NV
Nijverheidsstraat 5
2260 Oevel
Belgium

Tom Langworthy
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
11月 19, 2024

 



UK Declaration of Incorporation
The Toro Company, 8111 Lyndale Ave. South, Bloomington, MN, USA は、以下に挙げるユニットが、以下に列
挙する指令に適合していることをここに宣言しますただし、各ユニットに付属する説明書にしたがって、「適合宣誓
書」に記述されている所定のトロ社製品に取り付けることを条件とします。

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

04652 408000000 以上 8枚刃DPAカッティングユニット 8 BLADE CUTTING UNIT
NG DPA 8枚刃DPAカッティングユニット

S.I. 2008
No. 1597,

S.I. 2001 No.
1701

04654 408000000 以上 11枚刃 DPA カッティン
グユニット

11 BLADE CUTTING
UNIT NG DPA

11枚刃 DPA カッティン
グユニット

S.I. 2008
No. 1597,

S.I. 2001 No.
1701

04656 408000000 以上 14枚刃 DPA カッティン
グユニット

14 BLADE CUTTING
UNIT NG DPA

14枚刃 DPA カッティン
グユニット

S.I. 2008
No. 1597,

S.I. 2001 No.
1701

S.I. 2008 No.1597のSchedule 10に基づいて、関連する技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する規制等に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

This declaration has been issued under the sole responsibility of the manufacturer.
The object of the declaration is in conformity with relevant UK legislation.

権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro U.K. Limited
Spellbrook Lane West
Bishop's Stortford
CM23 4BU
United Kingdom

Tom Langworthy
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
11月 19, 2024

 



Toro 製製製品品品保保保証証証
2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro社は、Toro社の製品以下「製品」と呼びますの材質上または製造上の
欠陥に対して、2年間または 1,500運転時間*のうちいずれか早く到達した時
点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレーターを除くす
べての製品に適用されますエアレーターに関する保証については該当製品の
保証書をご覧下さい。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホ
イール、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、
液剤散布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、フローメータ、チェッ
クバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• 適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルなどを使用しなかったり、
品質基準から外れた燃料を使用したために発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。通常の使用
に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、マシンの塗装、ステッカー
類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーバッテリーの保証内容をご確認ください。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

トロ社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合ブ
レードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当初
の購入者様がトロ社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

Toro社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。当当当社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。製
品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エンジンの排
ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。

374-0253 Rev I

 



 




